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広広広警警「 減ららら 犯犯」 推推推推の制制にににに（ 通通）

警広まで，平平 年15 １月１日に「 減ららら 犯犯」 ひひひま生生なまななな な 推推

条条が施施ささに以以，４有にににな にににに に・ にににに策制ひ，広県，参事事，

ボににボボ に，関関関関，施行行行様な主関と の協協・ 連連の下，同にににに基な

な 各各施策に展展ひに，「 減ららら 犯犯」 広広広県生ぐ ぐぐ運運に強強に推推ひに

きに。

らの結結，平平 年13 から平平 年14 にかにににににに通ひに広県の刑刑犯刑刑刑刑

で，平平 年23 にで戦戦戦戦に記記ひ， らの戦も減戦減減に維維すぐ行，「 生生」，

すなにな指刑指生の改改と にら 面まで，大きな平結に上げにきにと げひまげぐ。

ひかひながら ，広県が不生に感じぐ侵侵侵侵，社社社社に応じに手手に変えぐ特

殊殊殊， イにイにイイ イの普普に伴ら うイうに犯犯行が依依と ひに発生すぐ行，広

県が真に「 生安」 に実感まきぐ状状にで至っ にになにのが現状まげぐ。

げ ら ひにげ と から ， げさままの運運ま培っ にきに｢犯犯が起げな にな にまななな

な ｣への取取に更に推めぐと と もに，広県が不生に感じぐ犯犯に抑抑ひ， ｢生安感｣

に高めぐげ と にめな ，広県だにまなな 警広に訪さぐ誰もが｢日警日の生生生安に実

感まきぐ広広広｣に目指すげ と に基警基基減と ひに， 第５有施運期期と なぐ「「 減

ららら 犯犯』 第５有ひひひまにににに に・ にに に」（ 期期有有： 令令３年～令令７

年） が策制ささに。

げさに受に，警広警警ににににで，ぐだひの推推推推に別別のと にな 制め，令令

３年１月１日から施施すぐげと と ひにのま，各下部部に周刑周周すぐと と もに，同

にににの有結基な施策の推推に日一一めらさにに。

なに，広広広警警｢減ららら 犯犯｣推推推推の日各改一にににに（ 平平 年28 ４月15

日日に警警警各各通通） で，令令２年 月 日日12 31 な 廃抑すぐ。

警刑本本 生本本策関

警 警 ３３４ ３
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別別

広広広警警「 減ら ら ら 犯犯」 推推推推

第１ 趣趣

げ の推推で， 令令３ 年から の「 減ら ら ら 犯犯」 広広広県生ぐ ぐぐ運運 以下( 「 警運

運」 と にら 。 )の推推に本にな ， 広広広警警と ひ に取な 取むむき基減方， 推推関制行

にににに， 必推な基警基参基に制めぐものと すぐ。

第２ 警警にににぐ推推基推

「 住む人 人ぐ人 誰もが 日警日の生生生安に実感まきぐ広広広」 に実現すぐにめ，

警運運の第５ 有施運期期まげぐ 「「 減ら ら ら 犯犯』 第５ 有ひひひ ま に に にに に ・ に に

に 」 に基なき ， 広県， 参事事， ボに に ボ ボ に ， 関関関関， 施行行行様な主関と の協協

・ 連連にめぐ 「 生生生安なまななな な 」 と 「 生生生安にもにら す警警生運」 に両両と

ひ に，刑刑犯刑刑刑刑の日一の低減行，広県の生生に確確すぐ取取に推めぐと と もに，

生安感の減上に資すぐ取取に重重基に推め， 警運運の更なぐ発展に図ぐ。

生生生安( 1) なまななな な

行様な主関が協協・ 連連ひ に，

○ “ ”意意なな な ～日人日人の犯犯犯犯強に育む本策～

○ “ ”地地なな な ～地地ぐ ぐぐま犯犯抑抑強に高めぐ本策～

○ “ ”環環なな な ～犯犯犯犯強の高に生生環環に整えぐ本策～

の各各取取に通じ に， 生生生安なまななな な に推推すぐ。

生生生安( 2) にもにら す警警生運

不生に感じ ぐ犯犯への本応， 子子・ 女方・ 高高事行に守ぐ取取， 悪悪重推犯犯・

暴強関行取暴犯犯本策の推推， うイ うに空有の脅脅への本応普び住県の生安感に高

めぐ警警生運の推推にめな ， 広県に生生生安にもにら す警警生運に展展すぐ。

第３ 推推関制

１ 広広広警警「 減ら ら ら 犯犯」 推推警各

設設( 1)

警警にににぐ警運運の推推施策に生本総整ひ ， 犯犯抑抑普び検検本策（ 以下「 犯

犯抑抑行本策」 と にら 。） に生本基かに戦戦基に推推すぐ と と もに， 警警警の各各

取取に本すぐ指指・ 支支に有結基に実施すぐにめ， 警警警各に， 広広広警警「 減ら

ら ら 犯犯」 推推警各 以下( 「 推推警各」 と にら 。 )に設な 。

構平普( 2) び構平部の任生

推推警各の構平普び構平部の任生ににににで， 別別第１ のと にな と すぐ。

本策( 3) の推推基策

有有な犯犯抑抑行本策に講じ ぐにめ， 推推警各で基警期期に策制ひ に上， 期期に



- 2 -

従っ に本策に推推ひ ， 日制の有有ごと にらの有結に検検すぐと と もに， 必推に応じ

に期期の見見ひ に施ら 。

なに， 各各各にげっ にで， 各所すぐ参生に従に， 同期期に基なな 取取に推推すぐ

と と もに， 取取結結行に検検すぐげ と 。

２ 推推警各の運運

設設( 1)

具関基かに有効基な施策に決制普び推推すぐにめ， 推推警各に広広広警警「 減ら

ら ら 犯犯」 推推社推， 広広広警警｢減ら ら ら 犯犯｣連連社推普び広広広警警「 減ら ら

ら 犯犯」 ス イ イ ス 社推 以下( らさそさ「 推推社推」，「 連連社推」 普び「 ス イ イ ス 社

推」 と にら 。 )に設設すぐ。

推推社推行( 2) の任生， 構平普び運運

推推社推， 連連社推普びスイ イ ス 社推の任生普び構平ににににで， 別別第２ のと

にな と すぐ 。

なに， 推推警各の運運で生生生生各生生生生生生生にににに施に， らの本本事生

で， 広広広警警の取暴に関すぐ規規 昭令 年広広広年生年部社規規第( 37 ２ 号 第 条) 13

の第２ 号から 第４ 号ままに制めぐ分所参生普び警運運に関ぐ連連総整行に関すぐげ

と と すぐ。

３ 減ら ら ら 犯犯社犯参

設設( 1)

犯犯抑抑行本策に有有な社犯に集集， 共有普び分分ひ ， 広県の視重に立っ に社犯

発発に推推すぐにめ， 推推警各に細各に関すぐ訓令 条24 に制めぐ減ら ら ら 犯犯社犯

参 以下( 「 社犯参」 と にら ｡)にも っ に本にぐ。

任生( 2)

社犯参の任生で， 別別第３ のと にな と すぐ 。

各各各各( 3) と の連連関制

社犯参と 各各各各が緊緊に連連ひ ， 有結基な社犯発発生運に実施すぐにめ， 別別

第３ のと にな 社犯発発推推関制に編平すぐ。

４ 警警警「 減ら ら ら 犯犯」 推推警各

設設( 1)

警警警にににぐ警運運の推推施策に生本総整ひ ， 犯犯抑抑行本策に有結基に推推

すぐにめ，警警警に警警警「 減ら ら ら 犯犯」 推推警各 以下( 「 警推推警各」 と にら 。 )

に設な 。

構平普( 2) び運運

警推推警各で， 警警警各に各と すぐ検警日関と なっ に関制と ひ ， らの構平普び運

運で警警警各が制めぐ。

本策( 3) の推推基策

地地の実社に即ひ に有結基な犯犯抑抑行本策に講じ ぐにめ， 警推推警各で警警警

実施期期に策制ひ に上， 期期に従っ に本策に推推ひ ， 日制の有有ごと にらの有結に

検検すぐと と もに， 必推に応じ に期期の見見ひ に施ら 。
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第４ 推推上の留意参基

１ 取取行の結結検検の周周

各各取取の推推に本にっ にで， らの平結普び生課にににに確実に検検ひ ， げ さに次

の期期策制行に反反さ さ， 各各取取に制定・ 発展さ さぐげ と 。

２ 犯犯社犯行の共有・ 分分普び積積基な発発の周周

犯犯社犯行( 1) の共有・ 分分

犯犯抑抑行本策に有結基に推推すぐにめ， 犯犯の発生状状， 手手らの他の犯犯の

抑抑に必推な社犯の相相の共有に日一推推ひ に上まげ さに分分ひ ， 犯犯抑抑行本策

普び基警期期・ 実施期期の策制行に生活すぐげ と 。

社犯発発( 2)

分分結結にめ な 得ら さに社犯ににににで， 各各各各にににに， 広県に始め， 参事

事， ボに に ボ ボ に ， 施行行に本ひ に積積基に発発すぐげ と にめ な ， 意意の高高普び

自主犯犯施運の促推に図ぐげ と 。

３ ら の他

警各部普( 1) び各警警警各で， 随随， 各各本策の推推状状行ににき ， 生生生生各生生

生生生生生に通じ に警各各に犯報すぐものと すぐ。

犯犯抑抑行本策( 2) に関ぐ各各取取の平結に関すぐ評評ににににで警各各が施に， 必

推の都都， 賞高に施ら 。
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別別第１ （ 広広広警警「 減ら ら ら 犯犯」 推推警各）

構 平 任 生

警各各 警警警各各 推推警各の事生に生総すぐ。

統総 生生生生各各 警各各に補補ひ ， 推推警各の参生の生全基な総

副警各各 整に施ら と と もに， 警各各に参事がげぐと きで，

らの部生に代代すぐ。

副警各各 生生各各 警各各に補補ひ ， 推推警各の参生に整代すぐ。

警生各各

地地各各

刑参各各

交通各各

警警各各

推推警各 生生生生生生生各 警各各普び統総副警各各の命に受に， 推推警各

参参参 の参生に推推すぐすか， 推推警各の参生にににに

総整に施ら 。

警各部 生生生各 警各各，統総副警各各普び副警各各の命に受に，

警生生各 推推警各参参参と 連連ひ ， 本本すぐ参生に施ら 。

地地生各

刑参生生生各

交通交期生各

年生生各
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別別第２ （ 推推社推， 連連社推普びスイ イ ス 社推）

推 推 社 推

任 生 犯犯抑抑行本策に関すぐ基警基な基推， 推推参基行に審推ひ ， 生本基

かに戦戦基な施策に決制すぐ。

構 平 警各各， 統総副警各各， 副警各各， 推推警各参参参普び警各各が指指

すぐ警各部にもっ に構平すぐ。

運 運 １ 社推で， 警各各が必推の都都都集ひ ， らの推参に主主すぐ。

２ 警各各で， 必推がげぐ と 刑めぐ と きで， 社推の構平部以構の事に本

ひ ， 出出に求めぐげ と がまきぐ。

連 連 社 推

任 生 推推社推の決制・ 指指行の下， 犯犯抑抑行本策の推推状状の犯報， 各

各有の連連行具関基な推推参基行の協推普び推推上の問課重に検検すぐ。

構 平 統総副警各各， 推推警各参参参， 警各部， 生生生生生生生生代参普び

減ら ら ら 犯犯社犯参にもっ に構平すぐ。

運 運 １ 社推で， 統総副警各各が必推の都都都集ひ ， らの推参に主主すぐ。

２ 統総副警各各に参事がげぐと きで，推推警各参参参が社推に都集ひ ，

らの推参に主主すぐ。

３ 統総副警各各で， 必推がげぐ と 刑めぐ と き で， 社推の構平部以構の

事に本ひ ， 出出に求めぐげ と がまきぐ。

ス イ イ ス 社 推

任 生 推推社推普び連連社推の決制行に基なき，犯犯抑抑行本策の推推状状，

問課重行細各参基に検検ひ ， 具関基本策行に関すぐ推推警各の施策決制

にににに， げ さに補補すぐ。

構 平 推推警各参参参， 生生生生生生生生代参， 減ら ら ら 犯犯社犯参普び各

警各部が各各すぐ生行の部部のら な ， 本当警各部が指制ひ に事（ 生各補

補相本部以上にげぐ事） にもっ に構平すぐ。

運 運 １ 社推で， 推推警各参参参が必推の都都都集ひ ， 推参に主主すぐ。

２ 推推警各参参参に参事がげぐ と き で， 生生生生生生生生代参が社推

に都集ひ ， らの推参に主主すぐ。

３ 推推警各参参参で， 必推がげぐ と 刑めぐ と きで， 社推の構平部以構

の事に本ひ ， 出出に求めぐげ と がまきぐ。
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別別第３ （ 減ら ら ら 犯犯社犯参の任生普び社犯発発推推関制）

減ら ら ら 犯犯社犯参 社犯発発生運推推事

（ 任生） 連 各各各各

１ 犯犯抑抑行本策に関ぐ社犯発発の 連 （ 任生）

生全基な交期， 推推普び連連総整に 社犯参と 連連ひ ， 本本すぐ参生に

関すぐげ と 。 関ぐ社犯発発の交期普び推推に施ら 。

２ 広県の視重に立っ に社犯発発に施

ら にめの犯犯社犯の集集， 分分行に 社犯発発生運本本事

関すぐげ と 。 生の次出， 副副各普び副副各副び

３ 広県に本すぐ犯犯社犯の提子に関 に警警警の副警各副で次各

すぐげ と 。 （ 任生）

４ 広県から の犯犯社犯行の収集に関 社犯発発生運推推事に補補ひ ， 各

すぐげ と 。 各にににぐ具関基な社犯発発参基の

５ 警警警に本すぐ指指に関すぐげ と 。 選制副びに社犯発発生運の交期普び

６ 広県の関安の高まな 具本の確刑に 推推に施ら 。

関すぐげ と 。


